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湾
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指
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障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定�
（　
　

同　
　

）　
　

六

公

告

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
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支
援
医
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行
う
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療
機
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指
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害
福
祉
課
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日
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及
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的
に
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す
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の
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に
基
づ
く

指
定
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機
関
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変
更
の
届
出�

（　
　

同　
　

）　
　

六

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

指
定
医
療
機
関
の
辞
退
の
届
出�
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改
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規

則

　

港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
一
号

　
　
　

�

港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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附
　
則

　

（
施
行
期
日
等
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
様
式
第
三
号
の
規
定
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
第
三
号
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の

港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
第
三
号
と
み
な
す
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
七
号

　

様
式
第
三
号
中 「

保障契約情報

保
障
契
約
締
結
の
有
無

【
　
有
　
・
　
無
　
】
保
障
契
約
証
明
書
等
の
番
号
（
保
障
契
約
証
明
書
等
を
有
し
て
い
る
場
合
）

を

保
障
契
約
証
明
書
等
を

有
し
て
い
な
い
場
合
の

記
入

事
項

①
保
険
者
等
の
氏
名
又
は
名
称

②
保
障
契
約
の
証
書
の
番
号

③
保
障
契
約
の
有
効
期
間

④
燃
料
油
濁
損
害
及
び
船
体
撤
去
の
費
用
を
担
保
・
て
ん
補
す
る
契
約
と
な
っ
て
い
る
か

【
な
っ
て
い
る
・
な
っ
て
い
な
い
】

⑤
保
障
限
度
額

過
去
一
年
間
の
本
邦
内
の
港
へ
の
入
港
実
績
の
有
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
有
　
・
　
無
　
】

備考
」

「

保障契約情報

保
障
契
約
締
結
の
有
無

【
　
有
　
・
　
無
　
】
保
障
契
約
証
明
書
等
の
番
号
（
保
障
契
約
証
明
書
等
を
有
し
て
い
る
場
合
）

に
改
め
る
。

一
般
船
舶
等
保
障
契
約
証
明
書

難
破
物
保
障
契
約
証
明
書

Ｃ
Ｌ
Ｃ
条
約
証
書

バ
ン
カ
ー
条
約
証
書

ナ
イ
ロ
ビ
条
約
証
書

保
障
契
約
証
明
書
等
を

有
し
て
い
な
い
場
合
の

記
入

事
項

①
保
険
者
等
の
氏
名
又
は
名
称

②
保
障
契
約
の
証
書
の
番
号

③
保
障
契
約
の
有
効
期
間

④
燃
料
油
濁
損
害
及
び
船
体
撤
去
の
費
用
を
担
保
・
て
ん
補
す
る
契
約
と
な
っ
て
い
る
か

【
な
っ
て
い
る
・
な
っ
て
い
な
い
】

⑤
保
障
限
度
額

過
去
一
年
間
の
本
邦
内
の
港
へ
の
入
港
実
績
の
有
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
有
　
・
　
無
　
】

備考

＊
�総
ト
ン
数
100ト

ン
以
上
1000ト

ン
以
下
の
一
般
船
舶
（
燃
料
油
油
濁
損
害
），
総
ト
ン
数
100ト

ン
以
上
300ト

ン
未
満
の
一
般
船
舶
（
船
骸
撤
去
等
の

費
用
）
に
限
り
，
①
～
⑤
の
項
目
を
記
載
す
る
こ
と
で
，
保
障
契
約
証
明
書
等
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
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国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
地
籍
調
査

事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
う
者
の
名
称

　
　

白
石
市

二　

調
査
地
域

名　
　

称

調　
　
　
　

査　
　
　
　

地　
　
　
　

域

変
更
前

字
兎
作
等
九
単
位
区
域

沢
端
町
等
八
単
位
区
域

字
北
町
裏
等
三
単
位
区
域

字
延
命
寺
北
等
四
単
位
区
域

字
柳
川
原
等
六
単
位
区
域

字
上
堰
等
八
単
位
区
域

変
更
後

字
兎
作
等
九
単
位
区
域

沢
端
町
等
八
単
位
区
域

字
北
町
裏
等
三
単
位
区
域

字
延
命
寺
北
等
四
単
位
区
域

字
沢
端
等
九
単
位
区
域

字
柳
川
原
等
六
単
位
区
域

字
上
堰
等
八
単
位
区
域

三　

調
査
期
間

　
　

地
籍
調
査
費
負
担
金
交
付
決
定
に
定
め
ら
れ
た
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
八
号

　

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
形
質
変
更
時
要
届
出
区

域
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

　
　

大
崎
市
古
川
中
里
六
丁
目
百
五
十
二
番
一
の
一
部
と
し
、
次
の
図
の
と
お
り
と
す
る
。



第155号　令和２年11月13日　金曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報

 

＜
起

点
＞

 

起
点

は
，

大
崎

市
古

川
中

里
六

丁
目

１
６

７
番

１
の

最
北

端
と

す
る

。
 

＜
格

子
の

回
転

角
度

＞
１

３
°

９
０

′
 

格
子

の
回

転
角

度
は

，
起

点
を

通
り

，
東

西
方

向
及

び
南

北
方

向
に

引
い

た
線

並
び

に
こ

れ
ら

と
並

行
し

て
１

０
ｍ

間
隔

で
引

い
た

線
に

よ
り

形
成

さ
れ

る
格

子

を
，

起
点

を
支

点
と

し
て

右
回

り
に

回
転

さ
せ

た
角

度
を

示
す

。
 

：
起

点
 

：
単

位
区

画
 

：
筆

の
境

界
線

 
：

敷
地
境

界
 

：
調

査
の

対
象

と
な

ら
な

い
区

域
（

土
壌

汚
染

対
策

法
第

３

条
第

１
項

た
だ

し
書

の
規

定
等

に
よ
る

。）
 

：
形

質
変

更
時

要
届

出
区

域
 

凡
例
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二�　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て

い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

　
　

カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
、
シ
ア
ン
化
合
物
並
び
に
鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三�　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質

の
種
類

　

�　

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
一
・
二－

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ

素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
九
号

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
十

五
条
の
二
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
等
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
指
導
要
綱
（
平
成
十
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
七
号
。
以
下
「
要
綱
」

と
い
う
。）
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
公
衆
の
縦
覧
に
供

す
る
。

　

な
お
、
当
該
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
要
綱
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

申
請
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

　

１　

名
称　

宮
城
り
ん
か
い
ア
ス
コ
ン
株
式
会
社

　

２　

所
在
地　

宮
城
県
多
賀
城
市
栄
二
丁
目
二
百
十
七
番
地
六

　

３　

代
表
者
の
氏
名　

金
澤　

弘
孝

二　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

　
　

宮
城
県
多
賀
城
市
栄
二
丁
目
二
百
十
七
番
地
六

三　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

　

�　

木
く
ず
又
は
が
れ
き
類
の
破
砕
施
設
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令

第
三
百
号
）
第
七
条
第
八
号
の
二
）

四　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

　
　

が
れ
き
類

五　

申
請
年
月
日

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
一
日

六　

縦
覧
場
所
等

　

１　

縦
覧
場
所　

仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

２�　

縦
覧
期
間　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
令
和
二
年
十
二
月
十
四
日
ま
で
（
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
）

七　

意
見
書
の
提
出
期
限
等

　

１�　

提
出
期
限　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
九
日

　

２�　

提
出
場
所　

仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

３�　

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項　

生
活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
、
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
並
び
に
対
象
施
設
の
名
称
（
日
本
語
に
よ

り
記
載
す
る
こ
と
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
の
た
め
に
診
断
を
行
う
医
師
と
し
て
、
令
和
二
年
九
月
十
七
日
次
の
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

診
療
科
目

所
属
医
療
機
関
の
名
称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

青あ
お

柳や
な
ぎ
　
　

肇は
じ
め

内

科

石
巻
市
立
病
院

石
巻
市
穀
町
十
五
番
一
号

中な
か

西に
し　

　

史ち
か
し

外

科

石
巻
赤
十
字
病
院

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下
七
十
一
番
地

日く
さ
か下　

彬あ
き

子こ

外

科

塩
竈
市
立
病
院

塩
竈
市
香
津
町
七
番
一
号

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
一
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の

医
師
か
ら
、
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

診
療
科
目

所
属
医
療
機
関
の
名
称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

水み
ず

沼ぬ
ま　

史ふ
み

彦ひ
こ

整
形
外
科

大
崎
西
整
形
外
科

大
崎
市
古
川
新
田
字
川
原
前
二
百
九

十
七
番
地
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牧ま
き

野の　
　

塁る
い

腎
臓
内
科

公
立
刈
田
綜
合
病
院

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
下
原
沖
三
十
六

番
地

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
二
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
〇
二
一
〇
五
六
一

ホ
ー
ム
ケ
ア
土
屋
東
北

石
巻
市
千
石
町
二
丁
目

四
六

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

株
式
会
社
土
屋

令
和
二
年
十
一

月
一
日

公

告

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療
の
う
ち
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
次
の

と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指

定

年

月

日

な
か
う
ら
薬
局

石
巻
市
中
浦
一
丁
目
二－

百
二
十
四

令
和
二
年
十
月
一
日

な
か
ま
ち
薬
局

石
巻
市
相
野
谷
字
飯
野
川
町
二
百
六－

三
十
一

令
和
二
年
十
月
一
日

ス
ズ
キ
薬
局

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
山
下
四
十
一

令
和
二
年
十
月
一
日

調
剤
薬
局
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ

宮
城
色
麻
店

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
瀧
百
四
十
九－

一

令
和
二
年
十
月
一
日

医
療
法
人
社
団
健
育
会　

大

崎
ひ
ま
わ
り
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

大
崎
市
古
川
三
日
町
二
丁
目
三－

四
十
三

令
和
二
年
十
月
一
日

�

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　
　
　

在　
　
　
　

地

変
更
前

さ
く
ら
薬
局

栗
原
市
瀬
峰
長
者
原
三
十
七－

四

変
更
後

さ
く
ら
薬
局
瀬
峰
店

栗
原
市
瀬
峰
長
者
原
三
十
七－

四

変
更
前

ひ
か
り
薬
局
古
川

大
崎
市
古
川
千
手
寺
町
一
丁
目
六－

十
四

変
更
後

ひ
か
り
薬
局
古
川

大
崎
市
古
川
七
日
町
五－

十
一

�

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
指
定
し
た
指
定
自
立
支

援
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

担
当
す
る�

医
療
の
種
類

所　
　

在　
　

地

辞
退
年
月
日

な
か
う
ら
薬
局

調

剤

石
巻
市
中
浦
一
丁
目
二－

百
二
十
四

令
和
二
年
九
月
三
十
日

な
か
ま
ち
薬
局

調

剤

石
巻
市
相
野
谷
字
飯
野
川
町
二
百
六－

三

十
一

令
和
二
年
九
月
三
十
日

石
巻
赤
十
字
病
院

心
臓
脈
管�

外

科

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下
七
十
一

令
和
二
年
十
月
一
日

�

〇
令
和
二
年
十
月
九
日
付
け
で
公
告
し
た
次
の
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
一
般
競
争
入

札
を
中
止
す
る
。
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令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
を
中
止
す
る
事
項

　

１　

調
達
案
件
及
び
数
量　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
保
管
庫　

一
式

　

２　

納
入
期
限　

令
和
三
年
三
月
十
八
日
（
木
）

　

３　

納
入
場
所　

宮
城
県
仙
台
第
一
高
等
学
校
ほ
か

二　

入
札
を
中
止
す
る
理
由

　
　

仕
様
書
に
不
備
が
あ
っ
た
た
め
。

三　

そ
の
他

　
　

こ
の
入
札
中
止
の
公
告
の
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
先
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課
物
品
班
（
担
当　

影
山　

裕
也　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
三
）

教
育
委
員
会

　

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日

�
宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号

　
　
　
県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
第
二
号
の
表
宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校
の
項
中
「

四
四

三
八

三
六

」
を

「

三
一

四
四

三
八

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校
の
項
中
「

二
八

二
八

三
四

」
を

「

二
二

二
八

二
八

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校
の
項
中
「

一
七

」
を
「

二
〇

」

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校
の
項
中
「

三
八

四
二

四
六

」
を
「

二
七

三
八

四
二

」
に

改
め
、
同
表
宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校
の
項
中
「

二
四

一
九

」
を
「

一
九

二
四

」
に
改
め
、
同
表
宮

城
県
立
名
取
支
援
学
校
の
項
中
「

一
七

二
三

二
四

」
を
「

二
七

一
七

二
三

」
に
改
め
、
同
表
宮
城

県
立
角
田
支
援
学
校
の
項
中
「

二
七

二
七

三
五

」
を
「

二
二

二
七

二
七

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県

立
迫
支
援
学
校
の
項
及
び
宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校
の
項
中
「

一
九

二
七

」
を
「

一
九

一
九
」に
改
め
、

同
表
宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校
の
項
中
「

三
八

二
七

」
を
「

一
九

三
八

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
船

岡
支
援
学
校
の
項
中
「

三
年

二
〇

」
を
「

三
年

二
三

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校
の
項

中
「

三
〇

四
一

」
を
「

三
〇

三
〇

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
の
項
中

「

二
七

二
五

三
三

」
を
「

一
七

二
七

二
五

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


